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□
『
み
づ
ゑ
』
特
別
讀
者
募
集
を
試
み
候
處
幸
に
五

六
の
賛
同
者
を
得
申
候
、
こ
の
分
に
て
は
遠
か
ら

ず
我
等
の
希
望
を
達
し
得
べ
し
と
存
候
、
就
て
は

來
月
號
よ
り
多
少
面
目
を

一
新

し
得
べ

く
候

□
京
都
の
某
氏
よ
り
、
幹
部
諸
氏
の
肉
筆
畫

を
時

々
抽
籤

等
の
方
法
に
よ
り
讀

者

一
般

に
頒
た
ば
購

讀
者
を
増
す
べ
く
、
決
し
て
金
時

計
的
の
も
の
と

性
質
を
異
に
す
る
故
差
支
あ
る
ま
じ
と
の
提
案
有

之
候
□
成
程
結
構
な
る
思
付

と
は
存
候

へ
共
、
世
間
の

射
倖

心
に
訴

へ
て
ま
で
も
讀
者
を
殖
さ
ん
と
は
希

は
ず
、
且
秩
序
的
に
着
實
に
研
究
を
勸

め
つ
ゝ
あ

る
本
誌

の
特
色
に
對
し
て
も
か

ゝ
る
企
は
如
何
と

思
は
れ
候
ま

ゝ
、
兎
に
角
熟

考
の
時
間
を
御
與

へ

下
さ
れ
た
く
候

□
本
誌
發
行
の
當
時
と
今
日

と
を
比
較

せ
ば
、
印

刷
製
版
用
紙
等
何
れ
も
幾
分
か
ヅ
ヽ
は
高
價

に
相

成
居
、實
際
經
營

は
容
易
に
無
之
候
、既
に
實
費
に

於
て
賣
價

と
大
差
な
き
本
誌

の
如
き
は
、
タ
ト
ヱ

二
百
三
百
の
讀
者
を
増
せ
し
と
て
さ
し
て
影
響
は

無
之
候
、
夫
よ
り
も
吾
等
の
力
に
よ

つ
て
幾
分
に

て
も
資
金
を
投
入
し
、
雜
誌
の
改
善
を
圖
り
た
く

其
結
果
特
別
讃
者
を
募
り
し
次
第

に
候

臼
特
別
譲
者

の
鍛
は
多
き
を
厭
は
ず
、
希
く
ば
此

際
進
ん
で
御
賛
同
あ
ら
ん
事
を
御
依
頼
申
上
候

[
禾

號

の
口
糟
は
久

々
に
て
石
版
を
用

ゐ
申
候
、

泰
錦
堂
に
て
も
非
常
に
注
意
を
携

は
れ
候

に
付
梢

満
足
す
べ
き
も
の
を
得
申
候
、
原
欝
は
九

ッ
切
の

ス
ケ
ヅ
チ
に
候

口
小
眈
挿
緯
は
薦
花
氏
著
『
自
然

と
人
生
』第
十

二

頁
謬
照
あ
り
た
く
候

口
本
號
及

び
前
號

の
中
維
は
何

れ
も
鷹
募

せ
ら
れ

し
も
の
に
候

口
丸
山
晩
霞

氏
は
去
月
下
旬
無
事
蹄
京
被
致
候

、

其
作
品
と
見
聞
記
は
次
號

以
下
纏

々
掲
載
す

べ
く

都
合

に
よ
つ
て
は
臨
時
増
刑
を
出
す

べ
く
候

近
時
雜
聞

△
日
本
水
彩
畫
會
新
年
會
は

一
月
二
十
六
日
研
究

所
に
於

て
催
し
た
り
、
來
會
者
六
十
名
、
種

々
な

る
餘

興
あ
り
て
極
め
て
盛
會
な
り

し

△
仝
所
研
究
生
十
余
名
は

一
月
三
十
日
豐

多
摩
郡

堀

ノ
内
、
大
宮
八
幡
附
近
に
遠
足
寫
生
會
を
催

ふ

し
、
各
自
二
三
葉

の
寫
生
畫
を
得
て
薄
暮
散
會
し

た
り
△
仝
研
究
所
に
於

て
は

二
月
第

一
月
曜
日

よ
り
毎

週
引
續
き
夜
間

自
由
研
究
科
を
設
け
人
體
モ
デ
ル

寫
生
を
な

せ
り
、
講
師
の
承
認
を
得
れ
ば
何
人
に

て
も
出
席
し
得

べ
く
會
費
は

一
週
間
金
六
十
錢
な

り
と

△
程
ヶ
谷
小
學
校
に
て
は
三
月

二
十

二
日
よ
り二
十

四
日
迄

ス
ケ
ツ

チ
展
覽
會
を
催

ふ
し
、
日
本
水
彩

畫
會
横
濱
支
部
員
の
出
品

も
あ
る
べ
く
、
猶
參
考

品

と
し
て
日
本
水
彩
畫
會
幹
部
諸
氏
の
作
も
陳
列

せ
ら
る
べ
し
と
云
ふ

△
橫
濱
み
ど
り
會
に
て
は
四
月
十
八
、
十
九
の
兩

日
伊
勢
崎
町

一
丁
目
石
田
亭
に
於
て
春
季
展
覽

會

を
開
き
、
會
員
所
作
の
繪
畫

を
陳
列
す
べ
し
と
い

ふ△
小
樽
白

百
合
會
に
て
は
四
月
初
旬
そ
の
第

二
囘

展
覽

會
を
開
く
べ
く
、
會
員
作
品

の
ほ
か
日
本
水

彩
畫

會
幹
部
諸
氏
の
作
も
借
受
陳
列
す
べ
し
と

い

ふ△
和
歌
山
師
範
學
校
内
の
五
月
會
第

二
回
展
覽
會

は

二
月
十

一
日
同
校
内

に
於

て
開
會

、
出
品
八
十

余
點

何
れ
も
眞
面
目

の
作
の
み
に
て
、
成
績
良
好

な
り
し

と
、
且
會
計
上
の
都
合

に
よ
り
繪

は
が
き


